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 This research aims to describe the current situation of minzokugakkyu, cultural classes which are 
performed to learn about and build a Korean ethnic identity for zainichi Korean students at public schools in 
Japan, by reviewing literature, fieldwork research and interviews with the interested parties. It first gives a 
brief description of the historical background, the process of how minzokugakkyu came to be set up and 
established in the public education system in Japan with reference to the literature. It then also considers the 
possibilities and limitations of ethnic education in minzokugakkyu. As for zainichi Korean students, 
participation in minzokugakkyu class means entering a new Ethnicity World, where the rules of the world are 
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different from outside. They practice the rules of the New World; they use different names and call each 
other with the names, honmyo which means a Korean style name. It is considered as a strong evidence for 
the students to promote their zainichi Korean identity. Some raise a question of the outcome of 
minzokugakkyu because the students do not use their honmyo outside the classroom. Identity, however, is 
fluid and flexible throughout the adulthood years, therefore minzokugakkyu allows zainichi Korean students 
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注
1 An earlier version of the paper appeared in 
Korean as “민족학급의 현황 및 민족성 형성에 대
한 일고찰: 오사카지역 공립초등학교에서의 현장
조사를 중심으로” in Japanese Cultural Studies, 66. 
2018: 203-227.
2 戦前，朝鮮半島から日本に来てこれまで住んでい
る人々とその子孫を表す用語は，歴史的・政治
的・社会的コンテキストによって，在日韓国人，
在日朝鮮人，在日コリアン，在日韓国・朝鮮人，
在日コリアンなどが使われている。本稿では，政
治的中立を意味する在日コリアンを主に用いてい
るが，文脈によっては在日朝鮮人という用語も併
せて使っている。
3 常勤講師が務める大阪府内では「民族学級」，大
阪市教委が運営する国際理解教育推進事業に基づ
いて雇われた非常勤嘱託講師の担当授業について
は「民族クラブ」という用語を用いてそれぞれ区
別されていたが，一般的には「民族学級」として
通称される。大阪市内では，8校に民族学級が，
98校に民族クラブがそれぞれ設置されている（金，
2016）。2017年大阪市教委は，民族学級・民族ク
ラブ・国際 理解クラブを，国際クラブへと統合し
て実施すると発表したが，現場では民族学級とい
う用語が一般的に使われている。
4 1972年以降に設置された民族学級を，時期及び運
営主体に従って，（1）長橋小学校を中心に行われ
た自主民族学級，（2）1980年代から2000年代ま
で在日コリアンの民族教育運動によって設置され
た新型民族学級，（3）1990年代から現在に至る
まで，行政側の教育事業として設置された事業型
民族学級に分けることもある（梁 2013）。
5 2003年に解散したが，民族教育と民族学級の活性
化及び制度的基盤づくりに貢献したと評価されて
いる。
6 例えば，大阪府では，放課後授業として行う場合
もあれば取り出し授業で実施する学校もあった。
また，滋賀県では週10時間から全日制まで様々な
方式が存在した（月間イオ 2017）。
7 民族講師という用語が使われたのは1970年度以
降である。
8 民団新聞 2000年2月2日付。
9 実際，大学を卒業した民族講師の志願者が少なく，
高卒後，一定のトレーニングを経て担任を補助す
る「準教師」として雇われることもあった。
10 常勤職ではあるが，市教委と1年ごとに契約を更
新する有期雇用に当たる。
11 2017年 6月現在（民族学級関連の要望書に対する
大阪市教委事務局からの返答）
12 1991年に結ばれた「日韓法的地位協定」の中で，
『地方自治体の判断により学校 の課外で行われて
いる韓国語や韓国文化等の学習が今後も支障なく
行われるように日本政府として配慮する』との覚
書が交わされことをきっかけに1992年にスター
トした。2007年度からは，「国際理解教育推進事
業」と名称を変更して実施してきたが，2017年度
から指定都市に係る県費負担教職員の給与負担等
が移管されたことを受け，民族学級・民族クラ
ブ・国際 理解クラブを，国際クラブへと統合して
実施している（民族学級関連の要望書に対する大
阪市教委事務局からの返答）。
13 民族講師は法的地位が明確でないため，実際の処
遇は各自治体で任意定めている。
14 大阪地域の常勤民族講師は合計11名である。その
ほか，京都に2名，北九州に2名いるが，北九州
の場合，在日コリアン児童の数が少なく，民族学
級の運営が実質的に行われていないという。この
地域に雇われた民族講師は，在日コリアン児童を
対象とする民族学級の代わりに，日本人児童を対
象に国際交流クラブあるいは韓国文化クラブなど
を担当しているという。
15 http://www.pref.osaka.lg.jp/koho/29-
dantaiall/20171208_doho_y.html など。
16 「我々」という意味で，共通しているもの，ある
いは親近感を表すために使われる言葉である。
17 日本名のみ持つ生徒には，民族講師が民族名を付
けてあげることもある。
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